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乳幼児期の音楽体験から考察する表現の発達 
― 親子向けコンサートの反応とアンケート結果から ―  
 
みやざき 美栄1、高橋 恵理2  
 
要旨 
自宅または保育園・幼稚園・認定こども園などにおける保育において、乳幼児の成長の
発達を促すために、音楽は有効な材料のひとつであると考えられている 1） 2） 3） 4）。本稿
は執筆者がピアノによる親子向けコンサートを開催し、その参加乳幼児の反応や動きと保
護者向けのアンケート調査結果をもとに、乳幼児の表現活動を考察するものである。乳幼
児に対する言葉がけ、また音楽による身体表現活動を取り入れた演奏会であり、乳幼児が
主体的に活動することを促しつつ、音楽や言葉に対する反応を年齢別に考察することによ
り、低年齢からの音楽摂取の必要性と表現の発達具合を考えていく。 
 
キーワード 
乳幼児，音楽表現，ピアノ 
 
１．序文・目的 
 平成 29 年の幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園・保育
要領の同時改定では、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿が明記された。そこ
には 10 項目が示されており、表現領域に直接関わる「豊かな感性と表現」では、
「心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の
仕方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表
現する過程を楽しんだり、表現する喜びを味わい、意欲を持つようになる」 5） 6）
7）と詳細が記されている。  
今日の IT 機器が進化し続けるデジタル社会の保育において、機材は必要に応じ
て有効に扱われるべきである。しかし、目の前の演奏者やアナログ楽器を身近に
感じ、そこから発せられる生の音楽を聴くという総合的な音楽体験が、よりこど
もたちの心を動かし想像力を育てる手助けとなるのではないかと、筆者らは「心
を動かす出来事」の可能性のひとつとして、生のコンサート体験を想定し、実施
した。近年、未就学児が入場できるコンサートは開催されるようになっているが、
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
2 桜花学園大学保育学部非常勤講師  
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年齢に制限が課せられていたり、親子室のみの入場可であるなど、こどもが自由
にコンサートを感じられるものはまだまだ少ない。また、保育の現場で実施され
ることも少ない。そこで、筆者らは低年齢からの音楽摂取の可能性と必要性につ
いて考えたい。乳幼児の音楽体験が本研究を通して、きく・みる・うごく、の主
に 3 つの音楽体験を中心とした活動から生まれる乳幼児の模倣・表出や表現活動
を考察することにより、表現の発達において非日常的といえる生のコンサート体
験が有効であるかを明らかにする。  
 
２．研究方法 
2.1 演奏会実施概要 
 本公演は「ピアノデュオファミリーコンサート」として、未就学児とその保護者を対象
に松阪市幸公民館及び松阪市幸公民館の近隣保育園にチラシ配布を行い、参加者を募り実
施した。安全確保のため年齢別に各２名とし、先着順で締め切った。実施概要は以下の通
りである。 
【実施会場】 松阪市幸公民館 
【実施日時】 2018 年 5 月 6 日（日） 10:30～11:30   
【対象】   0 歳から未就学児とその家族  
【入場料】  無料 
【演奏形態】 ピアノ連弾 
【使用楽器】 アップライトピアノ 
 出演者は筆者の二名であり、いずれも音楽大学及び大学院にてピアノの専門教育を受け、
卒業後演奏活動を継続している者である。実施会場は、一人一人のこどもたちの動きや表
情・反応がよくわかるように目の行き届く会場を選んだ。アップライトピアノが備え付け
られており、フロアはフラットタイプの公民館である。設営は、フロアの前半分に椅子を
設置して客席とし、フロアの後ろ半分にフリースペースを設けた。コンサートの中に、音
楽に合わせて身体を動かすプログラムを取り入れたため、こどもたち及び保護者に安全且
つ伸び伸びと表現活動を行ってもらうために、また低年齢であることを考慮し音楽を聴い
て自由に表現できるスペースが必要だと判断したためである。 
 
2.2 プログラムと構成 
 演奏曲の長さと内容については未就学児対象のコンサートであるため、多くの童謡が 3
分以内であることから、曲の長さが 3 分程度になるように編曲し、こどもたちに馴染みの
ある曲やイメージしやすいと想定した「動物」を表現している曲などを中心に選曲した（表
１）。一般的に 2 歳～4 歳の幼児では「拍」に対する反応が極めて顕著であるため 8）、「行
進曲」のようなリズミカルで拍のはっきりした曲を多く取り入れた。 
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 プログラムの構成については、演目を以下の 3 つの形態に分類し、それらを適宜に組み
合わせることで長時間でも乳幼児が集中できるプログラム構成とした。 
 ・鑑賞型…奏者が演奏する音楽を聴衆が聴く形態 
 ・参加型…奏者と聴衆が一緒に活動する形態 
 ・視聴覚融合型…画像と生演奏を同時に提供し鑑賞する形態 9） 
 
表１ 
演奏曲目（作曲者） 曲のジャンル 形態 
①軍隊行進曲（シューベルト） クラシック 鑑賞型 
②「動物の謝肉祭」より（サンサーンス） 
・序奏とライオンの行進 
・象 
・白鳥 
クラシック 視聴覚融合型 
参加型 
③音楽による身体表現活動 即興演奏 参加型 
④アニメ曲メドレー 
・さんぽ 
・アンパンマンマーチ 
・夢をかなえてドラえもん 
アニメ曲 鑑賞型 
⑤ラデツキー行進曲（J・シュトラウス１世） クラシック 参加型 
 
2.3 活動の内容 
 ここでは、本公演で演奏した曲ごとの活動内容と配慮した点について述べていく。 
①軍隊行進曲…最初の曲であるため、まずはピアノの生の音色や演奏姿を近くで感じるこ
とに焦点を絞った。 
②動物の謝肉祭…はじめに楽曲についての解説を行い、曲の題名となっている「ライオン」
「象」「白鳥」の画像をこどもたちに提示しながら演奏を行った。演奏後、それぞれの動
物の雰囲気がよく表れている箇所を説明とともに再度演奏し、演奏を聴きながら画像を選
択するクイズ形式で動物のイメージを膨らませた。 
③音楽による身体表現活動…後方のフリースペースに親子で集まり、音楽と言葉に合わせ
て自由に動いたり行進したりする。奏者の一人が言葉がけをしながら見本を行うファシリ
テーターとなり、もう一人がそれに合わせて即興演奏を行う。 
④アニメ曲メドレー…「鑑賞型」として行ったが、曲に合わせて歌ったり、フリースペー
スで自由に動いたりを選択できるようにした。 
⑤ラデツキー行進曲…演奏を聴きながら音の大きさや速さに合わせて自由に手拍子をする。 
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 公演全体として配慮した点は、大規模ホールで行われるクラシックコンサートの様な緊
張感を避けるため、来場したこどもや保護者に対して開演前や公演中に積極的に声をかけ
るなど演奏者との距離を縮め、できるだけリラックスした状態で自由な反応や表現ができ
よう努めた。 
 
2.4 アンケート調査方法 
 こども一人につき 1 枚のアンケート用紙を用意し、コンサート前に保護者に向けて配布
した。内容は表２の通りである。先述の通り、会場の収容人数に限りがあるため、乳幼児
の年齢別に先着 2 名とその保護者（複数可）という入場制限をかけたため、1 歳児から 5
歳児の合計 10 名の乳幼児の保護者に対して口頭でアンケートの協力を依頼した。0 歳児と
6 歳児の入場希望はなかった。調査方法は、選択式と自由記述式の 2 パターンでいくつか
の質問を行い、無記名で終演後に回収した。尚、アンケート結果については、回答者の原
文のままである。  
表２ 
Ｑ1,現在幼稚園や保育園に通園してい
ますか？ 
①通園中    
②通園していない 
Ｑ2,現在、ピアノやリトミックを習っ
ていますか？また、今後習ってみたい
ですか？ 
①習っている  
②習っていない 
③習ってみたい  
④習わせない 
Ｑ3,家で保護者の方と一緒に歌を唄っ
たり、リズム遊び、手遊びなどをするこ
とはありますか？ 
具体例などありましたらお書きくださ
い 
自由記述 
Ｑ4,今日の演奏曲の中でお子様が特に
興味を持っていたプログラムはどれで
したか？（複数回答可） 
①軍隊行進曲（シューベルト） 
②動物の謝肉祭より（サンサーンス） 
③音楽による身体表現活動 
④アニメ曲メドレー 
⑤ラデツキー行進曲（J.シュトラウスⅠ世） 
Ｑ5, Ｑ4 の一番興味を持っていたプロ
グラムの時、どのような反応でした
か？ 
自由記述 
Ｑ6,お子様は、『動物の謝肉祭』クイズ ①自分で分かった 
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の答えはわかりましたか？ ②誰かと相談して分かった 
③分かりにくかった 
Ｑ7,お子様は、『ラデツキー行進曲』で
は手拍子ができていましたか？ 
①曲の速さに合わせてたたけた  
②曲の速さではないが手をたたいた  
③音量の強い弱いに合わせてたたきわけていた  
④最後までたたけた  
⑤途中までたたけた  
⑥途中からたたいた  
⑦ほとんどたたかなかった  
⑧全くたたかなかった 
Ｑ8,ご意見、ご感想、ご要望がございま
したらお書きください 
自由記述 
 
３．結果 
3.1 演奏会実施アンケート結果とこどもの反応 
3.1.1  1 歳児の結果 
１）アンケート 
１歳Ａ（男）  １歳Ｂ（男）  
Ｑ1 ①通園中  Ｑ1 ①通園中  
Ｑ2 ③習ってみたい  Ｑ2 ③習ってみたい  
Ｑ3 まだ音楽をかけて体を揺らす程度  Ｑ3 しまじろうＤＶＤ  
Ｑ4 ③音楽による身体表現活動  
④アニメ曲メドレー  
Ｑ4 ①軍隊行進曲  
③音楽による身体表現活動  
Ｑ5 ・身体を左右に揺らす  
・声を出して笑っていた  
・首を縦に振っていた  
Ｑ5 ・手をたたいていた  
・身体を動かしていた  
Ｑ6 記入なし  Ｑ6 ③分かりにくかった  
Ｑ7 ⑧全くたたかなかった  Ｑ7 ⑧全くたたかなかった  
Ｑ8 記入なし Ｑ8 まだ小さいので理解できないこと
がありました。とても素敵なコン
サートでした。  
 
２）こどもの反応 
 演奏会を通して、保護者に抱っこしてもらいながら聴いている時間が長かった。①軍隊
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行進曲では、保護者の膝の上でほとんど動くことなく集中し、ピアノの音がする方をじっ
と見つめていた。奏者の言葉がけに対する理解はまだほとんど見られない様子だったが、
時々自由に身体を動かすなど音に対しての表出が伺えたり、保護者とアイコンタクトをと
ったりしていた。奏者がピアノから離れた際にピアノの方へ向かい、楽器に興味を示す場
面があった。  
 
3.1.2  2 歳児の結果 
１）アンケート 
２歳Ａ（女）  ２歳Ｂ（男）  
Ｑ1 ②通っていない  Ｑ1 ①通園中  
Ｑ2 ③習ってみたい  Ｑ2 ③習ってみたい  
Ｑ3 さんぽ、糸巻き  Ｑ3 童謡、アニメ曲、手遊び、保育園で
習った歌  
Ｑ4 ③音楽による身体表現活動  
④アニメ曲メドレー  
Ｑ4 ①軍隊行進曲  
②動物の謝肉祭（終演後、話題に出
た）  
③音楽による身体表現活動  
Ｑ5 歩いたり、アンパンマンの飛ぶ真似
をしたり  
Ｑ5 ・身体を動かす  
・コンサート後、ライオンや象の話
をしていた  
Ｑ6 ②誰かと相談して分かった  Ｑ6 ③分かりにくかった  
Ｑ7 ⑦ほとんど叩かなかった  Ｑ7 ②曲の速さではないが手をたたい
た  
⑥途中から叩いた（断片的に）  
③音量の強い弱いに合わせてたた
きわけていた（少しできた）  
Ｑ8 記入なし Ｑ8 記入なし 
 
２）こどもの反応 
①軍隊行進曲…演奏を見て、ほとんど動かずに集中して聴いている。 
②動物の謝肉祭…ライオン・象では、保護者と顔を見合わせる・画像を指差して保護者と
アイコンタクトをするなどの姿が見られた。白鳥に入ると集中力が途切れたように見え、
周囲で白鳥を真似て足をバタバタしている様子を見て、それを真似ていた。クイズでは、
保護者と相談して手を引かれながら正解の画像へ移動した。 
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③音楽による身体表現活動…はじめはしばらくその場でじっとして周りの様子をうかがっ
ていた。しばらくしてから動き始めたが、ファシリテーターの言葉がけや音楽を聞いて動
いているというよりは、ファシリテーターの動きを見たり、保護者に促されたり、周りの
ほかの子の動きを見ながら真似して動いていた。しかし同じ音楽の動きを繰り返し行うう
ちに、音楽に合わせた動きが積極的にできるようになっていった。最終的に、同じ音楽と
言葉がけを繰り返し行うことで、手本を見ないで音楽だけで動く・止まる、の簡単な言葉
がけにあった動作を理解できるようになっていった。 
④アニメ曲メドレー…1 曲目の同じ鑑賞型である軍隊行進曲に比べると、集中できていな
い様子であった。 
⑤ラデツキー行進曲…曲の途中から周りの様子と保護者を見て断片的に真似をして手拍子
をしていた。 
 
3.1.3  3 歳児の結果 
１）アンケート 
３歳Ａ（女）  ３歳Ｂ（女）  
Ｑ1 ①通園中  Ｑ1 ①通園中  
Ｑ2 ③習ってみたい  Ｑ2 ①習っている（ピアノ）  
Ｑ3 ・ひげじいさん（替え歌）  
・手を叩きましょう、むすんでひら
いて、キャベツの中から  
・歌は保育園で教えてもらったも
のをたくさん歌う  
Ｑ3 記入なし  
Ｑ4 ③音楽による身体表現活動  
④アニメ曲メドレー  
Ｑ4 ②動物の謝肉祭  
Ｑ5 記入なし  Ｑ5 クイズの時、じっくり聴いていた  
Ｑ6 ②誰かと相談して分かった  Ｑ6 ①自分で分かった  
Ｑ7 ②曲の速さではないが手をたたい
た（時々）  
Ｑ7 ②曲の速さではないが手をたたい
た  
③音量の強い弱いに合わせてたた
きわけていた 
④最後までたたけた  
Ｑ8 ピアノを弾いている様子を間近で
見たのは初めてで、その様子を興味
深く見ていました。大変貴重な機会
Ｑ8 記入なし 
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となりました。また参加したいで
す。  
 
２）こどもの反応 
①軍隊行進曲…演奏を見て、ほとんど動かずに集中して聴いている。 
②動物の謝肉祭…目を見開いてよく音楽を聴いていた。クイズでは保護者と相談していた
が、自発的に正解の方へ歩いていった。 
③音楽による身体表現活動…音楽が始まってすぐに動き出した子と、しばらく様子をうか
がってから動き出す子がいた。どちらのこどももファシリテーターの動きや周りの動きを
よく見ている。小走りやゆったりと揺れるなど馴染みやすい音の表現に対して、雰囲気を
感じ取り自発的に表現する場面が見られた。同じ音楽を繰り返し行うことで、手本を見な
いで音楽だけで動く・止まる、音量の大小の違いを感じとるなど聞き分けができるように
なっていった。 
④アニメ曲メドレー…曲が始まるとすぐに自発的にフリースペースへ移動し、「さんぽ」で
行進のように歩いたり「アンパンマンマーチ」「夢をかなえてドラえもん」で音楽に合わせて
手拍子や身体をゆらすなどして自由に身体を動かし表現していた。 
⑤ラデツキー行進曲…説明が始まると着席し、曲の雰囲気を感じとり手拍子を始めた。聴
き入る様子も見られた。 
 
3.1.4  4 歳児の結果 
１）アンケート 
４歳Ａ（女）  ４歳Ｂ（男）  
Ｑ1 ①通園中  Ｑ1 ①通園中  
Ｑ2 ③習ってみたい  Ｑ2 ③習ってみたい  
Ｑ3 さんぽ  Ｑ3 ある  
Ｑ4 ④アニメ曲メドレー  Ｑ4 ③音楽による身体表現活動  
Ｑ5 歩いていた  Ｑ5 ・全身を使って音楽に合わせて表
現した  
・リズムに合わせて歌っている、踊
っている  
Ｑ6 ①自分でわかった  Ｑ6 ③わかりにくかった（象の音楽をラ
イオンと間違えた）  
Ｑ7 ①曲の速さに合わせてたたけた  
③音量の強い弱いに合わせてたた
Ｑ7 ①曲の速さに合わせてたたけた  
③音量の強い弱いに合わせてたた
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きわけていた  
④最後までたたけた  
きわけていた  
⑤途中までたたけた（途中から指揮
者の真似に移った）  
Ｑ8 記入なし Ｑ8 記入なし 
 
２）こどもの反応 
①軍隊行進曲…演奏のはじめより演奏の後にいくにつれて、徐々に集中して聴いている。 
②動物の謝肉祭…象やライオンの時に床に手足を着いて動物の歩く真似をする。クイズの
演奏の際、象が始まってすぐに床に手足を着いて動物の真似をして動き出す。 
③音楽による身体表現活動…音の動きとファシリテーターの言葉がけをほとんど理解して
いる。動きはファシリテーターのお手本や周りを見ながら確認している様子もうかがえた。
リズムに合わせて動けている。一見、音楽と違う動きをしているようなところもあるが、
常に音楽に耳を傾けていて要所要所で音楽の動きに合わせている。 
④アニメ曲メドレー…「さんぽ」は保育園で歌とダンスをやっているようで曲が始まると
すぐにダンスと歌が始まった（4 歳Ａ）。歌詞がわかるところは自発的に歌っていた。音
楽に合わせて常に動きをつけているが、曲が終わると決めのポーズをしている（音楽を聴
いて動いている）。 
⑤ラデツキー行進曲…身体全体を使ってリズムをとっていた。途中から皆の見える位置に
立って指揮者の真似をして音量とリズムを表現していた。 
 
3.1.5  5 歳児の結果 
１）アンケート 
５歳Ａ（女）  ５歳Ｂ（男）  
Ｑ1 ①通園中  Ｑ1 ①通園中  
Ｑ2 ①習っている(ピアノ) Ｑ2 ①習っている（ピアノ）  
Ｑ3 ・朝の歌、帰りの歌  
・とんとんアンパンマン など  
Ｑ3 ある  
Ｑ4 ③音楽による身体表現活動  Ｑ4 ②動物の謝肉祭  
③音楽による身体表現活動  
Ｑ5 歌っていた（おんが～く～♪と替え
歌にアレンジ）  
Ｑ5 ・白鳥を聴くとき足をバタバタ真
似をする  
・クイズを楽しむ  
・手をたたく、歌う  
Ｑ6 ①自分でわかった  Ｑ6 ①自分でわかった  
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Ｑ7 ①曲の速さに合わせてたたけた  
③音量の強い弱いに合わせてたた
きわけていた  
⑤途中までたたけた（他の身体の動
きに移った）  
Ｑ7 ①曲の速さに合わせてたたけた  
③音量の強い弱いに合わせてたた
きわけていた  
④最後までたたけた  
Ｑ8 記入なし Ｑ8 特にクイズとリズム遊びを楽しん
でいました。また参加したいです。 
 
２）こどもの反応 
①軍隊行進曲…音に集中して静かに聴いている。演奏者の様子や手の動きをよく見ている。 
②動物の謝肉祭…「序奏とライオンの行進」では、同じ年齢同士の二人で顔を見合わせて笑
っている場面がある。ライオン登場の場面で保護者とアイコンタクトをとり、にっこりす
る場面があった。演奏後、ライオン登場の場面が分かったかの問いかけに手が上がる。「白
鳥」を演奏する際、「白鳥」が水中で足をバタバタする動きと、ピアノの音の動きについ
て説明をした。演奏が始まると足をバタバタさせながら手は白鳥の姿を真似る様子が見ら
れた（5 歳Ｂ）。クイズでは、音楽を聴いてすぐに画像の前へ移動できた。奏者の言葉がけ
をよく理解し、クイズを楽しんでいる。 
③音楽による身体表現活動…音楽の動き、ファシリテーターの言葉がけをよく理解し、さ
らに自分なりのアレンジを加えて動いている（例えば音楽が止まって動きを止めたとき、
自分の好きなポーズで止まるなど）。即興音楽に「おんが～く～」と自分で歌詞をつけて
歌いながら動く姿も見られる（5 歳Ａ）。リズムの変化を聞き取り自発的に動けている。 
④アニメ曲メドレー…「さんぽ」は保育園で歌とダンスをやっているようで曲が始まると
すぐにダンスと歌が始まった。体の動きよりは知っている歌に歌詞をつけて歌う場面が多
く見られた。 
⑤ラデツキー行進曲…手拍子のほかに足踏みをしたりジャンプしたりしながらリズムを表
現していた。音量の大きいところでは大きくジャンプする。 
 
４．考察 
4.1 音楽的要素への反応に着目した考察 
4.1.1 拍子・リズムによる反応 
 1 歳児では拍子やリズムに対して不規則ではあるが身体を揺らしたり、手をたたいたり
するなど、音楽に対して何か表現しようという芽生えがみられた。2 歳児になるとその反
応はさらに発達を見せ、断片的ではあるが拍子やリズムに合わせた動きをつけたり、周囲
の様子を模倣しながら表現する様子がうかがえた。3 歳児になると拍子の速い遅いを感じ
とり、リズムのおおまかな要素を楽しんで表現している姿が感じとれた。4 歳児では拍子
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の速い遅いだけではなく、リズムの細かなニュアンスも感じとり、それを身体全体で表現
する様子が見られ、5 歳児になるとそれらの細かなリズムや拍子の違いを聞き取り、周囲
と一緒になって同じリズムを共有しながら、拍子の中で独自のアレンジを加えた表現をす
ることに楽しさと喜びを感じとっている様子であった。 
 
4.1.2 音の強弱による反応 
 音の強弱の聞き分けについては、多少の前後はあるが 2 歳の段階で、音楽の中で感じと
った音量の大小を外へ表現する技術を獲得している様子であった。3 歳、4 歳、5 歳と運動
機能が発達するのに伴い、音の強弱や曲の雰囲気を身体全体で表現し、様々な表現の工夫
を意欲的に行う姿が多く見られた。この運動機能が目覚ましく発達し完成されていく時期
に、音楽の変化を感じるとる感覚と運動機能とを結びつけていくことが、自己を表現する
手段のひとつとなるのではないだろうか。それらは、音楽を聴いてこどもが自発的に表現
しようとする身体活動に周囲が共感し、その表現のイメージをさらに膨らませるような手
助けをすることで、こどもの表現をさらに育てることができるのではないだろうか。 
 
4.2 表現活動に着目した考察 
4.2.1 音楽による身体表現活動 
 音楽による身体表現活動を行った際、1 歳児のこどもは保護者と手をつないだり、保護
者がこどもを抱っこしながらリズムをとってあげたりすることで、音楽やリズムを感じと
っている様子であった。特に音楽を聴きながら身体を揺らして保護者とアイコンタクトを
とったり、速いテンポの時に保護者と一緒になって楽しそうに走り回っている姿が印象的
であった。この年齢では保護者や保育者によるはたらきかけがこどもに大きく影響を与え
ているといえる。2・3 歳児のこどもたちの様子に注目してみると、音楽が始まってすぐに
動き出すこどもと、しばらく様子をうかがってじっとしているこどもとにわかれた。どち
らのこどももファシリテーターや周りのこどもの動く様子を見ながら真似することからは
じまり、馴染みやすい音楽や言葉がけを繰り返し適宜に行うことが自発的な表現活動へと
つながっていったように思える。4、5 歳児になると身体の表現活動はより明確に、そして
こども独自の自由な表現となっている様子がみられた。この年齢では、ファシリテーター
の模倣だけにとどまらず、音楽から感じとった動きを自由にいきいきと表現するこどもが
多く見られた。音楽による身体表現活動を行う際、ファシリテーターや奏者は、こども特
有の内から発信される自由な表現を見逃さずに、よりその表現の手助けとなるような取り
組み方や言葉がけ、即興演奏などが必要になってくるのではないだろうか。 
 
4.2.2 自由な表現活動 
 こどもにとって音楽による自由な表現活動は、様々な音楽摂取を通じてこどもの内にあ
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るものから引き出され、それが形となって生き生きとした動きの表現になっているといえ
る。 
公演全体を通して、1 歳児は音楽を聴いて手を叩いたり、笑いながら声を出したり、身体
を揺らしたり、速い曲で走り出すなど表出ととれる行動が確認できたことは、音楽を心と
身体で味わい、豊かな感性へとつながると考えられるのではないだろうか。また、演奏中
にピアノのそばまで来て弾いているところを見るこどもがおり、ピアノの音色や演奏者の
姿を近くで感じる体験が、こどもの様々な感性を引き出す手助けとなったといえる。また
言葉を理解できる年齢からは、サンサーンスの「動物の謝肉祭」で行ったような音楽を聴
くだけではなく、言葉がけや画像などで楽曲のイメージを膨らませることが、音楽に合っ
た自分なりの自由な表現を引き出し、より豊かなものにするのではないだろうか。4・5 歳
児では、決まった動きの他に、替え歌や指揮者の真似、ラデツキー行進曲の際に手拍子だ
けでなく大小を感じてジャンプを取り入れるなど、自分の中にある情報を引き出しアレン
ジを加え、自発的な表現活動が見られたところがおもしろい。特徴を捉え、感じたことや
考えたことを自分で表現していると考えられる。また、5 歳児に見られた同じ年齢
同士で顔を見合わせた動作は、目の前で行われている演奏から、お互いがそれぞれの
感覚で音楽表現を感じとり、その表現が楽しいという感覚を共有していると考え
られる。  
 
4.3 発達の段階における考察 
 音楽体験における反応を発達の段階的に見ると、1 歳児では表出中心の反応、2・3 歳児
では周囲の様子を伺いながら模倣するなど、音楽から共感性が生まれていると考えられる。
4・5 歳児では、自発的な行動が多く見られ、音楽そのものを感じとりそれを伝え共有する
ことの喜びと意欲が見られた。あくまでも、今回のコンサートにおける結果であるが、筆
者らは年齢の区切りに興味を持った。現状の保育では、0・1・2 歳児、3・4・5 歳児で分け
られていることが多いが、今回の結果からは、上記の通り 1 歳児（0 歳児の参加なし）、
2・3 歳児、4．5 歳児と分類して表現の発達を分けるのが自然であった。 
 
５．結論 
 公演全体を通して、乳幼児の生き生きとした表出ととれる行動や自由な表現活動が確認
できた。言葉がけを用いた生の演奏を視覚的・聴覚的に同年代の複数人で同時に鑑賞・体
験することは、その場から共感性が生まれ、感じたことや考えたことを表現しやすい
雰囲気を作り出すことが分かった。また、模倣により成長する時期であり、信頼した
周囲の人や生き物などの動きを真似て、独自の経験を積み重ねて年齢ごとの反応として現
れる。その豊かなイメージを膨らませる手助けとして音楽と言葉は重要な役割を成す。 
 乳幼児期における生のコンサート体験は、豊かな感性と表現を引き出す有効な手
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段であるといえる。家庭保育を含める保育現場において、生のコンサートという
音楽体験を取り入れることは容易ではないが、乳幼児向けのコンサートへの参加
や、演奏を専門とした外部講師を招くなど、乳幼児への音楽体験を推奨する。  
 筆者らは今後も音楽接種による年齢別調査を続け、表現の発達に有効な音楽的
手段を探っていきたい。また、4.3 で見られた発達の段階においても研究を重ねた
い。  
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